
 
 

実績報告書別紙（那須平成の森基金ホームページ等への掲載用） 

助成対象者名 

（団体名又は個人

名） 

NPO 法人グラウンドワーク西鬼怒 

フクロウ営巣ネットワークプロジェクト 

所在地 

 

〒329-1102 栃木県宇都宮市白沢町 2411 番地 

TEL028-673-9766 

FAX028-673-9766 

助成対象者のプロフ

ィール 

団体の場合、設立経緯、目的等（100 字程度） 

NPO 法人グラウンドワーク西鬼怒は、西鬼怒川周辺を活

動範囲とする特定非営利活動法人です。 

地域の自然環境の維持管理作業や、豊かな農村の自然を

生かした環境教育活動などに取り組んでいます。 

活動名 

 

野生下におけるフクロウ（Strix uralensis）の繁殖行動

調査及び保護活動に係わる環境教育プログラムの開発 

活動分野 

 

調査研究・モニタリングの推進 研究者・学生等による

調査研究 

助成金額 助成決定通知額 72,176-円 

請求額     69,449-円 

活動の背景と目的 人間の生活環境の変化が与える里山の荒廃や減少により

野生フクロウが安心して子育てできる環境が失われてき

ています。 

そこで私たちは、フクロウ営巣ネットワークプロジェク

トとして農村地域の生態系の保全、再生を目的に巣箱に

よるフクロウの営巣環境の創出を行っています。 

活動の概要 

 

 

【野生下におけるフクロウの繁殖行動調査】 

① 3月から環境省により設置していたセンサーカメラの 

データを回収・解析し、繁殖状況の確認を実施。 

 

② 過去の繁殖状況や那須平成の森での確認情報などを 

基に営巣が可能な天然木の存在確認を実施。 

③ ②の調査で確認した天然木の中より底が抜けた天然

木を 1本選出し、周辺の枯木等で穴埋めすることで再生

を図った。 

 

【保護活動に係わる環境教育プログラムの開発】 

「フクロウってどんないきもの？」 

・参加者６人、年齢層（５０代以上２人、３０代２人、

１０歳以下２人） 

・参加者の居住地 栃木県内（宇都宮市、那須塩原市） 

 

保護活動に係わる環境教育プログラムの開発ということ



 
 

で宇都宮大学のゆうゆうフクロウネットワークと連携

し、人材育成の目的も含めて、学生が企画運営を行った。 

「フクロウってどんないきもの？」と題して、現在行わ

れている野生フクロウに関わる研究を知っていただく機

会を創出することができた。 

活動の結果と効果 

 

 

平成28年度はフクロウの雛3羽が巣立ちを迎えること

ができたことがセンサーカメラのデータから確認ができ

ました。 

これまでの繁殖状況や那須平成の森での確認情報など

を基に営巣が可能な天然木の存在確認を実施した結果、

繁殖に向いている天然木の存在は確認できませんでし

た。 

このことから、現在の里山で起きている営巣木の問題

が那須平成の森でも起きており、巣箱掛けによる営巣環

境の創出の重要性が再確認できました。 

また、宇都宮大学のゆうゆうフクロウネットワークプ

ロジェクトの学生と共に今回の結果を踏まえて、野生の

フクロウを使った環境教育プログラムの開発を行い、「フ

クロウってどんないきもの？」というイベントを開催し

ました。 

実際にフィールドに出て巣箱掛け体験を実施したこと

で保護活動の意味や日本の森林環境における野生生物の

現状を感じていただけた。 

助成活動の写真 

 

 

（写真の説明文をそれぞれ 30 字程度で記入） 

 
（巣立ち前のフクロウの雛の様子） 



 
 

 

（学生によるフクロウイベントの開催） 

 

（紙芝居を使った保護活動理解への導入） 

 
（フクロウの研究について説明） 



 
 

 
（フクロウの巣箱作り体験） 

 
（フクロウの巣箱掛け体験） 

 
（集合写真） 

 


